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腐植土層の先行置換による高強度化

NO.

： エスミコラム工法
： 埼玉県さいたま市 地内
： 民間
：
：
： H29.3/27～4/27
： φ1,200mm　333本　掘削長:4481.8m (空:331.3m 改:4150.5m) 
： 土間基礎の支持(328本)　　雨水貯留槽の支持(5本)
： 長期接地圧：26kN/㎡(土間)  25kN/㎡(雨水貯留槽)　　Fc = 800kN/㎡
： TL-2000　  1523t
： 300 kg/m3
： 60%

土質 ： 腐植土 　【図5. 柱状図No.2】 　【図6. 柱状図No.3】
湿潤密度 ： 1.126 g/c㎥

含水比 ： 289.9%
色 ： 暗灰

　【図1. 試料土】

　【図2. 置換イメージ図】

　【図7. 腐植土層入替え施工サイクル】

　【図4. コラム伏図】 　　【図8. 施工状況】 　【図9. 施工状況】

添 加 量
Ｗ ／ Ｃ

特徴
・敷地全体的にSGL-4.0m付近まで腐植土層が存在しており、建柱車φ500mmにて先行掘削し、良質土と
腐植土層を入替えて施工。(φ1,200mmの改良径に対してφ500mm×2本分を入れ替え。置換率34.7%)

施工図

発 注 者
設 計 者
施 工 者
工 期
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目 的
設 計
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施工写真

-
工事名称 某民間倉庫計画

工事概要

工 法
施 工 場 所

空堀長0.9m　天端GL-0.75ｍ

 【図3. 配合試験結果】 

   安全を考慮して 

3割置換 300kg/㎥添加に決定 

腐植土層 腐植土層 

有機質シルト層 

株式会社エステック
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地盤改良工法選定資料

工 法 種 別

工 法 名 称

認 定 機 関

適応地盤
施工深度
改良径

粘性土Ｎ≦20、砂質土Ｎ≦50
24.0ｍ以下（継ぎ施工なしの場合）
φ1500～φ2500×単軸式（ap=1.77～4.90m2）

粘性土Ｎ≦8、砂質土Ｎ≦30
22.0ｍ以下（継ぎ施工なしの場合,機械選定によって変動あり）
φ500～φ1600×単軸式（ap=0..20～2.01m2）

特に制限なし(地下水がある場合、排水・止水等の作業が必要となる。)
施工地盤-3.0m程度
　　　─

粘性土Ｎ<10、砂質土Ｎ<30
程度10.0m
　　　─

工法特徴

①地盤の「つれ回り」「共回り」現象を防止
②改良径が大きく施工効率がよい。
　最大径φ2500mm
③転石、礫層の攪拌性能に優れている。
　φ300mm程度の転石、コンクリート塊が点在する地盤でも掘削攪拌可能
④側方変位が小さいので近接施工ができる。
　スパイラルロッドとの相乗効果でアップリフト排土を行うことで変位を低減
⑤低騒音・低振動工法であり、残土搬出も少なく環境への負荷が少ない。
⑥スラリー式改良のためセメント等の粉塵の心配がない。

①多様な土質に適応可能
　砂質土・粘性土・ローム等多様な土質に適用
②高強度の改良体の造成
　混和剤を用いて高濃度スラリー仕様で混合攪拌
③小型、中型及び大型施工機を選択できるため搬入路や敷地条件に応じた対
応ができる。
　トルク40kN・m以下～100kN・m以上(10t級～130t級)
　10級の改良専用機による施工ができ、狭い施工ヤードで施工が可能   (小規
模工事に最適)
④低騒音・低振動工法であり、残土搬出も少なく環境への負荷が少ない。
⑤スラリー式改良のためセメント等の粉塵の心配がない。

①多様な土質に適応可能
②スラリー混合でモルタル状となるため、転圧・締固めが必要ない
③スラリー添加方式のため、粉塵発生は無い
④改良率が100％なので、改良効率良好かつ改良強度を低減できる。
⑤作業地盤への対応は容易である。
⑥汎用的なバックホウ同等の機械にて施工ができる。
⑦低騒音・低振動工法であり、残土搬出も少なく環境への負荷が少ない。
⑧スラリー式改良のためセメント等の粉塵の心配がない。

①改良土を上下左右に揺さぶるように攪拌混合(揺動攪拌)するリボンスク
リュー型ロータリー攪拌翼
②高トルク仕様と特殊掘削補助装置(ブーメランプレート)を装着することで掘削
能力の向上
③攪拌翼は先端部のみ装着のため、泥はねやセメントミルクの飛散が少ない
④改良率が100％なので、改良効率良好かつ改良強度を低減できる。
⑤作業地盤への対応は容易である。
⑥汎用的なバックホウ同等の機械にて施工ができる。
⑦低騒音・低振動工法であり、残土搬出も少なく環境への負荷が少ない。
⑧スラリー式改良のためセメント等の粉塵の心配がない。

概要図

施工機材

深層混合処理工法 浅層混合処理工法 中層混合処理工法

　エポコラム工法 　エスミコラム工法

杭打機（基本重量40ｔ、全装備重量100ｔ～130ｔ級）
概略寸法　B=5.0m,L=9.0m　　　スラリープラント（20ｍ×8ｍ）

地盤改良専用機（基本重量8ｔ～25ｔ、全装備重量10ｔ～80ｔ級）
概略寸法　B=2.75m,L=6.0m　　　スラリープラント（18ｍ×7ｍ）

スラリー吐出機能付きバックホウ(19t程度）
概略寸法　B=2.78m,L=4.75m　　　スラリープラント（18ｍ×7ｍ）

バックホウに取り付けたリボンスクリュ－型攪拌翼(φ1,300m×1,100m)
概略寸法　B=2.78m,L=4.75m (5.0mタイプ)　　　スラリープラント（18ｍ×7ｍ）

一般財団法人　先端建設技術センター

　エスミックスラリー工法 　WILL工法

工法概要

　原位置地盤にセメント系スラリーを注入しながら回転する篭城の外翼とその
内側を逆回転する中翼、さらにその内側を中翼と逆回転する芯翼で構成された
複合相対攪拌翼(エポコラム翼)を使用して、低速回転高トルク作動により地盤
を攪拌・混練・固化する地盤改良工法。

セメント系固化材をスラリーとして地盤に注入し、地盤とスラリーを攪拌混合す
ることによって、エスミコラム(ソイルセメントコラム)を築造する工法。3枚仕様の
共回り防止翼(固定翼)を装着した攪拌混合装置を用いることにより、共回り防
止翼の上下で回転する攪拌翼との間で粘着力の大きい粘性土地盤においても
十分に切削し、固化材と地盤を確実かつ良好に攪拌混合可能。

スラリー添加方式のブロック状混合処理工法。深層混合処理工法同様スラリー
プラントを設置し、プラントでセメントやセメント系固化材に水を加えてセメントス
ラリーを製造した後にポンプ圧送を行い、現地土に直接添加、混合攪拌を行う
ことにより、モルタル状として固化する改良工法。

攪拌装置の先端からスラリー状の固化材を注入しながら、原位置土と固化材を
特殊な専用攪拌翼(リボンスクリュー型攪拌翼)を縦回転することにより強制的
に攪拌混合するバックホウ型ベースマシンの中層混合処理工法。

一般財団法人　日本建築総合試験所 一般財団法人　日本建築センター 一般財団法人　日本建設機械施工協会
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